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次期長野県循環器病対策推進計画の概要

健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本法第
11条第１項に基づき策定

趣旨・策定根拠

● 現行計画と同様に、信州保健医療総合計画に包含される個別計画とし、その他関連計画と
一体的に策定するものとする。

● 循環器病対策推進基本計画（令和５年３月閣議決定）を基本とする。
● 第１期基本計画の大枠を維持しつつ、現下の状況を踏まえて必要な修正を加える。

・循環器病に係る評価指標の更新
・関係する諸計画との連携
・感染拡大時でも機能を維持できる医療体制の整備

● ロジックモデル（資料２、３）を活用し、計画本文と評価指標を併せて議論・策定する。

計画策定の方向性

令和６年度（2024年度）～令和11年度（2029年度） （６年間）

計画期間
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計画作成の前提

● 関係者が一体となって対策を進めるものという基本的な考えのもと、

・県以外（例：医療機関）が主体となる取組も計画本文に記載

・本文記載時には誰の取組か分かるよう、可能な限り主語を記載

指標の考え方（循環器病対策推進計画含む医療計画全体の方針）

① 代表的な指標のみに数を絞る。

② 公開されており、全国比較が可能なものを基本とする。

③ 分野アウトカム、中間アウトカム、個別施策の全項目に指標を設定すること

を原則とするが、設定が困難な場合（※）には、設定しないことも可能とする。

※ 国の指標例においても、ロジックモデル内の全項目に対応する指標はないため、一部の

項目で指標の設定ができない場合もあり得る。

計画作成の前提等について
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次期長野県循環器病対策推進計画の検討体制

・ 「循環器病対策推進協議会作業部会」を開催し、同作業部会を主に計画案について検討する。

【循環器病対策推進協議会作業部会 構成員】

氏名 役職等

青木 俊樹 市立大町総合病院・副院長兼脳神経外科部長

今村 浩 信州大学医学部附属病院高度救命救急センター・センター長

草野 義和 長野市民病院・副院長兼地域医療連携室長

桑原 宏一郎 信州大学医学部循環器内科学教室・教授

須藤 恭弘 長野県健康福祉部感染症対策課感染症医療対策監

関島 良樹 信州大学医学部内科学第三教室・教授

瀬戸 達一郎 信州大学医学部外科学教室心臓血管外科部門・教授

瀧聞 浄宏 長野県立こども病院循環器小児科・部長

露﨑 淳 浅間南麓こもろ医療センター・脳神経内科部長

花岡 吉亀 信州大学医学部脳神経外科学教室・准教授

堀内 哲吉 信州大学医学部脳神経外科学教室・教授

元木 博彦 信州大学医学部循環器内科学教室・准教授

矢﨑 善一 佐久医療センター・副院長兼内科統括部長

山本 一也 飯田市立病院・副院長兼心臓血管センター長

吉岡 二郎 長野県医師会・理事（長野赤十字病院・名誉院長）

渡辺 德 丸の内病院・副院長兼心不全ケアセンター長

【50音順】
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【検討の経過及び今後の予定（見込）】

令和４年度 令和５年度

２月 ７月 ９月 11月 11月～12月 2月 3月

関連
計画

ワーキンググループ等による協議

医療審議会
計画策定委員会
（素案検討）

医療審議会
計画策定委員会
（計画案決定）

計画策定

循環器
病対策

循環器病対策
推進協議会

作業部会 作業部会 循環器病対策
推進協議会

素案提出 意見反映

メール等により
報告

・ ロジックモデル
・ 計画案（たたき台）
について意見聴取

・ 計画案（素案）
について意見聴取 必要に応じ

個別に相談
・ 次期計画
について意見聴取

・ ロジックモデル
について意見聴取
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